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日本行動分析学会ニュースレター

Ｊ-ＡＢＡニューズ １９９７年　春号　 No. ７

会長就任にあたって

小野浩一（ 駒沢大学）

　昨年１２月の理事長選挙でご推挙を受け、この４月より３年間日本行動分析学会の 会長を務め
ることになりました。よろしくお願い申し上げます。

　日本行動分析学会は、学会としては1983年にスタートしましたが、その前身の行動 分析研究会
（1979年発足）時代を含めると、18年の歴史を持っております。私自身が 、関わりを持ちはじめた学
会設立後を考えてみても、行動分析学会を取り巻く環境は ずいぶん変わってきました。心理学関
係でも多くの新しい学会が設立されましたし、 学問の多様化と学際化とはうらはらに、各領域の細
分化と孤立化が一段と進ん でいるように見えます。また、資格問題に絡んで学会の機能（学術団
体か職能 団体か）についての論議も巻き起こっています。

　日本行動分析学会はその中で、基礎と応用の連携を強め、着実な発展を遂げてきま した。何より
も「行動主義」や「行動理論」でなく「行動分析」という言葉をあちこ ちで見かけるようになったのは、
会員の方々のたゆまぬご努力のおかげであり、大変 喜ばしいことです。さて、せっかくの機会です
からこの紙面を借りて今後の学会運営 についていくつか考えていることを述べさせていただきま
す。

真の学会活性化を目指す

　どの学会でも活性化ということが叫ばれています。真の活性化というと今までは活 性化していな
かったとか、他学会の活性化は偽りであると言っているように受け取れ ますが、決してそういう意
味ではありません。私たちの学会が個々の会員に対して今 まで以上にどんなことができるかを考
えようということです。

　申すまでもなく、学会は個々の会員の研究や実践の上に成り立っているものですか ら、会員の活
動が充実していれば、自ずから学会も活性化するわけですが、しかし、 それだけでは折角学会を
結成している意味がありません。会員が学会を盛りたて、学 会が会員の活動をサポートするといっ
た双方向の働きかけが望まれます。

　今期の学会運営においては、このような学会と会員との、さらに会員相互の働きか けを促進させ
たいと考えています。このニューズレターの別のところで紹介があると 思いますが、理事そして常
任理事には新しい、若いメンバーが加わりました。常任理 事会には、従来の担当の他に、広報委
員会、企画委員会、研究委員会の３委員会を新 設し、学会と会員相互の情報交換を活発にして、
会員の研究実践活動のレベルアップ と行動分析の普及を図っていきたいと思っています。また、本
学会の特色でもありま すが、会員が国際的に活躍する機会が今後も増えると思われますので、国
際的な活動 をサポートするシステムを充実したいと考えています。さらに、本格的な倫理綱領を 持
つ学会として、研究・実践活動における倫理問題について、学会の内外に対しても っとアピールし
ていくべきだと思っています。

Be practical

　さて、すでに述べましたように、さまざまな活性化を図りたいと準備をしているわ けですが、現実
に目を向けると、本学会は「財政難」という大きな問題を抱えていま す。これは機関誌の発行と無
縁ではありません。「行動分析学研究」は当初、１巻１ 号の形だったのですが、５巻から２号発行さ
れることになり、そして、８巻からは、 Ｂ５判の新しい装丁となって、遅れ気味だった発行も今年度中
には通常の発行 サイクルに戻るめどもたちました。

　昨年度の総会で学会費の値上げを承認していただいたとはいえ、長期的に見た場合 、現在の会
員数で年２冊発行していくのはかなり厳しい状態です。このような事情を ご賢察いただき、会員の
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皆様にはまずは会費をきちんと払っていただくようお願いい たします。それと、会員がもう少し増え
ると財政はずいぶん好転するものと思われま す。財政難緩和のために会員数を拡大するというと
本末転倒になりますが、学 会活性化の「結果」として、会員数が増えることを願っています。《流れ
に棹 さす》「行動分析学研究」の表紙に紫色の四角いパターンが描かれています。 デザイナーの
吉岡千賀子さんによるこのデザインは、「流れゆくもの」をイメー ジしたものなのだそうです。それ
は、水、雲、風、そして行動かもしれません。 時間の流れに従って生じる変異と選択、私たちの研
究 ・実践活動もそこから逃れることはできません。現実的な判断になると、ともすれば 、自らが属
する組織の利益や存続のみを考えることが多くなります。それはもちろん 大事なことですが、そうい
うことばかりを続けていても発展はありません。「行動分 析」が心理学界、あるいは教育、福祉、医
療、産業などの分野でいかに貢献できるか 、また、すべきか、よりグローバルな視点で考えていく
ことが必要だと思います。会 員の皆様のご指導、ご鞭撻を「心より」お願い申し上げます。

小野新体制はすでに動き始めており、このｊＡＢＡニューズも「広報委員会」の正式 な仕事として継
続されることになりました。広報委員会としては他にインターネット 上でのホームページや会議室の
開設、マスメディアにおける行動分析学のあり方など を検討していくつもりです。いいアイディアが
ある方は、編集局までどしどしご意見 をお寄せ下さい（編）。

私と行動分析学の出会い
― 世にも不可思議な理事長がいたもんだ ―

リレーエッセイ

小林 重雄（筑波大学）

　生意気な若造がいた。大学に入学して心理学概論とか教職用の教育心理学や児童心 理学の授
業を聞いて、自分の心理学についてのイメージとのギャップに愕然とし、途 方に暮れてしまった（昭
和29～30年）。

　ところが、２年次になって辰野千寿先生の演習を履修したところテキストとして「 Essentials of
Behavior」（Hull,C.L.）が使われたのです。一般的な学習理論は勿 論のこと、基本的な心理学の勉
強もしていない者にとって、Hullの行動公式を中心と した記述が解るわけがありません。訳が指名
されたら、あやしげな日本語を羅列する 以外に対応できません。

　しかし、不思議ですね。あるタイプの生意気な若造は「これぞ学問に違いない」と 感じたのです。
「こういう勉強は先生の研究室に行くとできるのですか」と尋ねたと ころ、「板橋の実験室に行けば
よい」とアドバイスがありました。当時の東京教育大 学には大塚のキャンパスから電車と徒歩で40
分程度離れたところに板橋分室というと ころがあり、生化学実験室（理学部系）、比較心理の実験
室と美術系のデッサン実習 室（教育学部系）が配置されていました。そこのネズミの実験室に行け
ば勉強できる ということでした。

　先輩の方々の作った数え歌に「ヒトツとせ、人里離れた板橋で、朝から晩までＳ- Ｒ、そいつはゴ
ーキだね、そいつはゴーキだね。以下省略」とあるように、怖そうな 助手、研究生、院生が盛んにネ
ズミをいじっているところに下っ端として混ぜてもら ったわけです。 英語の本で初めて最初から最
後まで読んだのが Conditioning and Learning（Hilgard & Marquis）―もしかすると最初で最後の通読
かも―でした。大 学の通常の授業はわずかな例外ははあるものの魅力がなく、板橋の実験室にた
むろす ることが多くなりました。しかし、困ったことに実験装置や飼育箱などを作る大工行 動スキ
ルに重大な障害（著しい不器用さ）があり、糞掃除（毎週土曜日）と餌当番に 真面目に取り組んで
存在をアピールしなければなりませんでした。初めての英語の専 門書、先輩の実験の手伝い（ネ
ズミ運びやハンドリング）、そして先輩方からの指導 （耳学問）で、心理学の特定の領域については
他の同級生の方々より物知りとなって いったわけです。

　学習理論の勉強の中で「成程なあ、解る気がするなあ」と感じたのは Mowrer,O.H. の「二因論」で
した。ですから、後になって「スキナリアンですか」と聞かれて「ハ ルーマウラリアンです」と咄嗟に
答えてしまったことがあります。その後は「ハルー マウラリアン」が自己概念として定着してしまった
のです。

　ネズミの実験室に４～５年間はうろうろし、修士課程修了を期に180度転換を目指 し、臨床心理学



2016/2/28 j­aba news 1997, vol. 1, No. 7

http://www.j­aba.jp/newsletters/nl1­7.html 3/15

の世界へと移動しました（1960）。

　臨床心理学の世界ではRogersのカウンセリング、Freud流の力動的立場が優勢でし た。

　1962年にアメリカのNew Jersey州にある神経・精神医学研究所の心理学部門に留学 し、訓練部
長であり精神分析家であるBlank,L.の元で勉強を始めました。しかし、そ このDirectorがFranks,C.M.
でアメリカの初代の行動療法学会の会長をした方でした 。

　彼はネズミの実験をしていた私の経歴をみて、「何故に精神分析を勉強するのか理 解できない。
行動療法を勉強すべきである」と主張されました。私は反論する程の英 会話能力はなく、臨床に対
応する基礎教養も不足していることもあって、Dr.Franks の提案に従ってEysenck,H.J.の文献を読ん
では議論するという勉強をさせてもらいま した。日本では異常行動研究会がEysenckのまとめた
「行動療法と神経症」の 翻訳を進めていた時期に、分担執筆者の１人であるFranksに巻き舌英語
で議 論をふっかけられていたことになるわけです。180度転換を目指したのに、360度転換 になる
のではという予感はありました。

　東京オリンピック開催直前（1964）に帰国し、山形大学に勤めることになりました 。せっかくアメリカ
で学んできたと思いこんでいたダイナミックな臨床心理学では現 実的な問題を解決できず、マウラ
リアンの行動療法家として行動することになったの です。そして、吃音行動と自閉性障害を中心に
本格的に行動療法を看板とする臨床家 として名乗りをあげることになりました。

　1979年に本学会の前身となる行動分析研究会の発足を目指しての世話人会がもたれ ることにな
りました。山口薫先生から世話人会に出席するようお誘いを受けたのです が「私はマウラリアンだ
から」とお断り申し上げました。しかし、「１人位はスキナ リアンでない人がいる方がよい」という理由
で会合に連れて行かれたのです。会合に 出たばっかりに、その後、世話人、運営委員、常任理
事、そして理事長を体験するこ とになったわけです。そんなことがあってよいのでしょうか。行動分
析学会のメンバ ーであることの不思議さが減ってきたのは、J-ABAニュース（No.6）の研究室紹介
シ リーズ（第４弾）にあるように、私自身がルーズな教授であり、多様ないわゆるお弟 子さん方が
たくさん巣立っていきました。その中で「ラジカルな行動主義」に立つと いう若手が目立ってきたの
です。指導に当たっている教授もそうであるに違いないと 思われるのが自然でしょう。

　枠組みからコントロールされているうちに私自身の考え方も随分と変容してきたよ うに思っていま
す。今、私はどの位までスキナリアンに近づいているのでしょうか（ 1997/04/15）。

別に仕組んだ訳ではないのですが、今回は前理事長の小林先生と新理事長の小野先生 の原稿
が並ぶ形になりました。小林先生、３年間、ごくろうさまでした。先生が、「 マウラリアン」だったこと
（不勉強な私にはこの世に「マウラリアン」なるものが存 在したことも）をこのエッセイで初めて知る
ことになる人も多いのではないかと思い ます。「マ」出身の「ス」として(?)、今後もご活躍を期待して
ます（編）。 

お知らせ：行動医学会と同時開催!!

今年の年次大会はこうなる

日本行動分析学会第15回年次大会実行委員会よりご案内

　本学会第15回年次大会は、第４回行動医学会学術総会と同時開催になります。生活 習慣病の
自己管理や、HIV感染予防、患者教育など、医療現場において行動分析が貢 献しうる可能性は大
きく、両者が積極的に情報交換することは、本学会の発展に必ず や寄与すると思われます。実行
委員会では、現在、学会をリードする研究者を講師と するワークショップ（研修会）、海外からの研
究者による特別講演など、充実したプ ログラムを企画中です。なお、今回は、夜を徹しての議論を
可能にするべく、宿泊施 設を兼備した会議場で開催することになりました。平成になってから建てら
れた、ま だ新しい、シティホテル並の広さと快適さを持った個室に5000円で宿泊できます。発 表申
込など正式のご案内は６月上旬に郵送申し上げますので、奮ってご参加下さいま すようお待ち申
し上げます。

昨年、会場となる安田アカデミアに宿泊する機会があったのですが、会議室も、ホー ルもレストラン
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も何もかも広々として、新しく、きれいで、こんなとこで大会が開け ればいいのになぁと思っていたと
ころでした。建物上部に宿泊のための部屋があるわ けですが、これも立派で、今年はABAなみの
大会になるのではと今からウキウキです （ちなみにＡＢＡは毎年有名ホテルで行われます。今年は
シカゴのシェラトンでした ）。行動医学会との同時開催というのも楽しみです。有意義な交流を期待
します（編 ）。

 

「オズの魔法使い」：お家ほど良いところはない

シリーズ：ｊＡＢＡシアター
－行動分析的視点で映画をみると－

伊藤正人（大阪市立大学）

　「虹のむこうのどこかに、子守歌で聞いた国がある。そこでは、どんな願いもかな う。星に願いを
かけ、目が覚めたら、心配事がなくなる。そんなことにならないかな 」と主人公の少女ドロシーが遠
くの空を見上げ、思い入れたっぷりに歌う超有名な主 題歌「虹の彼方に」とともにこの物語は始ま
る。

　1939年に制作された、ジュディ・ガーランド主演の「オズの魔法使い」は、ミュー ジカル映画や娯楽
映画の原点といえる作品であり、その後の映画作りに様々な影響を 与えている（例えば、スティー
ブン・スピルバーグのヒット作バック・トウ・ザ・フ ューチャーの随所に「オズの魔法使い」と類似した
場面が現れる）。また、この映画 は、いまだに年末になるとアメリカ中で放送される習慣があり、ア
メリカ文化の原点 ともいえるのである（ピーターセン「続日本人の英語」岩波新書）。

　主人公ドロシーは、カンザスのある農場に、叔父、叔母、３人の使用人、それにイ ヌのトートーとと
もに何不自由なく生活している。ドロシーの唯一の心配事は、 地主のガウチ婦人がトート ーを嫌っ
て、捕まえようとしていること。このことを皆に訴えようとするが、だれも 、仕事に忙しく、ドロシーは、
かまってもらえない。そんな時に、ドロシーが切々と 「虹の彼方に」を歌うのである。

　ある日、ガウチ婦人にトートーが連れ去られそうになり、ドロシーはトートーとと もに家出してしま
う。その途中、興行師のマーベル教授に会い、水晶占いで叔母が悲 しんでいることを知り、急いで
家に戻ることにする。その時、竜巻が近づき、家は竜 巻に巻き込まれてしまう。気がついて、家の
外に出て見ると、そこは、カンザスとは 違うカラフルな世界（ここからテクニカラーになっている）、オ
ズの国だったのであ る。「トートー、ここはカンザスじゃないみたいよ」とドロシーはトートーに向かっ
ていう。ここから、カンザスに帰るために、オズの魔法使い（オズ大王）に会いにゆ くドロシーの冒険
物語が始まる。

　悪い魔女に妨害されながら始まったドロシーの旅に、頭脳がほしい藁で出来たかか し、心がほし
いブリキのきこり、さらに、勇気のほしい臆病なライオンが加わり、オ ズ大王の住むエメラルドの都
を目指すことになる。ここでは、ガウチ婦人が悪い魔女 、使用人の３人がそれぞれ、かかし、きこ
り、ライオンになって現れているのである 。ドロシーたちは、悪い魔女の妨害にもめげず、やっとの
思いでオズ大王に合うこと ができたが、願いは叶わず、大王から悪い魔女を退治せよという難題を
課せられてし まう。落胆したドロシーだが、皆を励まして、最後の試練に立ち向かい、とうとう悪 い
魔女を倒し、証拠のほうきをオズ大王に持参する。ところが、オズ大王は実在せず 、男がカーテン
の中でマイクに向かってオズ大王を演じていることが露見してまう。 ドロシーたちがどうしてくれるの
かと詰問すると、オズ大王こと、ダメな魔法使い（ 興行師のマーベル教授がダメな魔法使いとなっ
て現れている）が君たちの希望をかな えてあげようという。このくだりが行動分析的に重要なので
ある。オズ大王、いやダ メな魔法使いの台詞を再現してみよう。

　「かかし君。脳というものは、どんな下等な動物でも持っている物なんだよ。私の 故郷では、たくさ
んの若者が大学へ行く。卒業しても彼らの頭脳は君のと変わらん。 ただ、一つだけ違うところがあ
る。それは、彼らが大学卒業証書を持っていることだ 。だから、君にもTHDの名誉博士号を授けよ
う」

　「さて今度はライオン君。君は思い違いをしている。危険から逃げることを勇気が ないと思ってい
るのだ。勇気と知恵を混同しとる。私の故郷では、英雄のパレードが あった。彼らの勇気は君のと
ちっとも変わらん。ただ違うのは、彼らが英雄勲章を持 っていることだ。だから、魔女退治の功績を
称えて、勲章をあげよう。これで君も英 雄だ」
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　「ブリキ君、君は心だったね。心はないほうがいいのだよ。心があるから辛い思い をするのだ。私
の故郷には、善行を施す人がいて、心ある人と呼ばれておる。心の広 さは君と変わらん。しかし、
功労記念品を持っておる。だから、君に功労記念品を授 けよう」

　これらの台詞から明らかなように、ここでは、勇気、心という心的概念をその内的 過程に言及せ
ずに、証書、勲章、記念品などのもの、外的刺激、すなわち条件性強化 子として言及していること
である。条件性強化の研究は、初期には条件反射研究のな かで反射の連鎖と反応が生み出す内
受容刺激を扱っていたが、スキナーによる弁別刺 激の概念化（弁別刺激は同時に強化機能を持
つ）以降、オペラント条件づけの枠組み のなかで、内受容刺激よりも外的刺激を扱うようになってき
ている。

　この部分は、バウムの原作とも異なり、この映画のオリジナルである。この映画が 1939年に制作
されたという事実は、当時の時代背景を考えると心理学史的にも興味あ る問題である。1939年と
いえば、行動主義心理学から新行動主義心理学への移行の時 期にあたる。前年には、スキナー
の「有機体の行動」も出版されている。哲学では論 理実証主義（エイヤー「言語・真理・論理」）、物
理学では、操作主義（ブリッジマ ン「現代物理学の論理」）という考え方が明確になった時期でもあ
る。フレミング監 督がこれらの知識、特に行動主義的考え方を持っていたかどうかは不明である
が、恐 らく、こうした時代背景がこのような台詞となって結実したのであろう。

　さて、ドロシーの願いはどう実現されたのか。実は、オズ大王こと、ダメな 魔法使いは、サーカス
の気球乗りで、誤ってこの国にたどり着き、オズ大王に 祭り上げられたというのである。そこで、こ
の気球でドロシーをカンザスまで 送り届けようという。これで、やっとお家へ帰れるとドロシーは安
心するが、 最後にもう一波乱が待ち受けていた。つまり、気球がドロシーとトートーを乗 せないまま
誤って舞い上がってしまったのである。万事休す！カンザスへ帰る 手だてを失って、悲しみにくれる
ドロシー。その時、良い魔女、グリンダが現 れ、自分で分からなければとドロシーを諭す。ドロシー
は「叔母さんに合いた いと思うだけではダメ。幸せを探そうと思ったら、お家の庭の外は見ないの。
だってお家にないものは、外で見つかるはずないもの」と大切なことに気づく。 グリンダは微笑ん
で、ドロシーの履いている魔法の靴の踵を３度ならし、「お 家ほど良いところはない」と唱えなさいと
教えてくれる。 　「オズの魔法使い」は、夢の国（ユートピア）への少女の憧れを描いたものである
が、結局、ドロシーの最後の台詞「お家ほど良いところはないわ」にあるように、ど こにも青い鳥（ユ
ートピア）はいないということを暗示しているといえよう。

報告：国際会議（IN グアダラハラ大学）体験記

寺本　妙子（慶應義塾大学社会学研究科）
teramoto@characin.flet.mita.keio.ac.jp

　1996年12月1～3日にメキシコのグアダラハラにて開催された「思考と言語に関する 国内（第4回）
及び国際（第3回）会議（REUNION NACIONAL　INTERNACIONAL DE PENSA MIENTO
YLENGUAJE）」に行って来た。日本ではあまり知名度が高いとは言えないこの 国際会議のことを
教えてくれたのは、1996年10月に横浜プリンスホテルにて開催され た「第３回行動主義と行動の諸
科学に関する国際会議」にメキシコから来ていたある 学生だった。

　彼女とは、その時が初対面だった。ポスター発表をしていた私のところに彼女が現 れ、じっとポス
ターを見入っていた。「説明しましょうか？」と共同発表者であった 私の指導教官が英語で申し出る
と、「英語は分からない」と答えた。「スペイン語は ？」と尋ねると、「お願いします！」という返答。そ
こで、学部生時代に外国語学部 スペイン語学科に所属していた私が説明することになった。

　卒業後それほど使う機会のなかった私のたどたどしいスペイン語を彼女は理解して くれたようだ
った。そして一言、「私の研究しているテーマと非常に近い！」。その 後、彼女との会話が非常に弾
んだのは言うまでもない。

　彼女と私には多くの類似点があることが判明した。まず、研究テーマがそうである が、お互いに
既婚者であること、修士課程に所属していて進学を希望していること等 々。また、親類に日系の方
がいて日本に非常に関心を持っているとのことだった。

　そのような訳で、彼女とは研究テーマを初め多くのことを語り合った。その彼女か ら、「私たちの
研究テーマにとても関係のある国際会議が私の大学（グアダラハラ大 学）であるから、是非参加し
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たら？」と誘われた。現地に滞在中は彼女の家に泊めて くれるという。修論を抱えていた私には不
可能だと思って、すぐに断った。が、帰国 した彼女から何度もメールで誘いを受ているうちに、「参
加してみようかな」という 気になった。私には３つの大きな壁（修論の進み具合、家族（夫）の解、資
金）があ ったが、トントン拍子に条件が揃い、メキシコへ生まれて初めて行くことになっ た。

　会議の始まる数日前から彼女の家にホームステイさせてもらった私は、彼女の通う 大学や市内
観光に連れていってもらった。会議の準備で忙しいにも関わらず、彼女は 知人に紹介してくれた
り、おいしいものを食べに連れていってくれたりと、非常に手 厚くもてなしてくれた。メキシコ料理（非
常においしい！）もさることながら、私を ひどく感動させたのは彼女の通う大学の研究科だった。そ
れは、グアダラハラ大学神 経科学研究科（横浜での国際会議に参加された V. アルカラス教授が
学科長）である 。

　そこでは、言語獲得、言語障害、動物の認知、大脳生理等が研究されているとのこ とだった。ま
るで、私が興味を持っているテーマのオンパレードといった感じであっ た。そこの学生達と少し話し
たが、日本人は珍しいらしく、私に色々な質問をしてき た。「日本語は歌っているような滑らかなメロ
ディーをしているが、日本語話者にも 吃音（言語障害の一つ）の人はいるか？」とか、「日本ではど
ういう言語治療が行わ れているのか？」とか、「日本語で何か話して」とか様々な質問及び要求に
答えなが ら、楽しく貴重な経験をさせてもらった。

　このようなエキサイティング且つ貴重な体験を重ね、今回のメインである会議が始 める以前に、
私はすっかり興奮しかなり疲労していた。

　3日間に渡る国際会議は、想像していた以上に興味深いものだった。開催されたシ ンポジウムの
一部を紹介すると、以下のとおりである。

　　・「言語に関する心理学について」　　・「文化的認知発達について」

　　・「障害児の概念獲得について」　　　・「言語獲得について」

　発表は、国際会議であるはずなのに、スペイン語で行われていたので、私の スペイン語力では理
解に非常なる困難を来した。論文集が手渡されていたのが 唯一の救いだった。このようなテーマで
の国際会議が頻繁に行われているとい うメキシコの事情を知って、驚くと同時に羨ましく思った。

　ひょんなことから御縁のあった今回の国際会議ではあったが、来てよかったと心か ら思った。言
葉では言い表せないほどお世話になった上記の彼女とは、今後もお互い の研究について交流しよ
うと約束し約一週間のメキシコ滞在を終えた。

　帰国途中に立ち寄ったロサンジェルスでは、特殊教育に従事している知人に アメリカの障害児教
育の現場を少しではあるが見せてもらい、新たな刺激を受 けた。このような盛り沢山の10日間の旅
行の後、疲れ切って帰国した私は数日 間寝込んでしまった。しかし、数多くの貴重な体験に満ちた
今回の旅行の思い 出は、いつまでも私の中で輝き（？）続けるであろう。

報告：97年冬季応用行動分析研究会で考えたこと

奥田健次（発達教育研究所アトム）

　年２回開催される応用行動分析研究会は、冬はたいてい上越教育大学の主催 で行われることに
なっています。これはついでにスキーをエンジョイしようと いう意図があるようです。昼間スキーを楽
しんで、夜は研究会で熱い討論をす るという具合にスケジュールが組まれています。

　さて、今回の研究会のテーマは、「おたくの臨床、どうやってんの、おせーて」と いうけっこうアグレ
ッシブなサウンドをもつものでした。この研究会は、大学で行動 分析学をそれぞれの領域で応用さ
れておられる先生はじめ院生たち、我々のように地 域で臨床を行っている研究所の臨床家、さらに
学校の先生方が集まっており、ひと口 に臨床といっても多種多様であることがわかります。各々の
場で実践している臨床の 内容について公開して互いに議論することが今回のテーマであったとい
えます。我々 の発達教育研究所アトムからは、所長の谷晋二先生が発表されました。
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　以下に、今回の研究会で考えされられた点を簡単にまとめ、報告といたします。

1. 「臨床」と「研究」の関係について

　明星大学の山本先生は、大学で行われている臨床の文脈を強調されました。明星大 学の臨床
は、「サービス」、「（院生の）教育」、そして「研究」の３つからなる文 脈があるというものでした。先
生の話によると、以前、明星大学の学生の発表に対し て「明星大学のは臨床じゃない」という言わ
れ方をしたことがあったそうです。その 発表者は研究の文脈で明らかにしたいことに取り組んでい
たのに、そのように本来意 味をもたない議論がなされていたというのです。逆に、ある院生が以前
「教育関係の 学生は臨床ばかりやって研究になっていない」というような批判を繰り返していたの
を思い出すと、どうやら我々の研究会の中でも大きな誤解や無意味な議論に時間が費 やされてい
たのではないかと思わされます。私はこのような議論を両極端の端からそ れぞれ聞いたことがあり
ます。「臨床ばかりで理論を無視している（確かに学校現場 ではよくありますが）」とか、「研究のた
めの理論を重視している人は臨床のリの字 もしらない（実際、臨床をやってるつもりだが臨床とは
いえないようなものもありま すが）」という、ありがちな議論を避け、多様な場にいる者同志が共通
の議論の基盤 をもつべきであるという山本先生のご提案には心から賛同させられます。上のカッコ
内の現実は、フェアな議論で討議されるべき今後の課題といえるでしょう。

　話は少しそれますが、似たような議論に次のようなものがありました。これは、私 が養護学校にい
たときの話です。教師歴30年のベテラン教師が、「大学の先生なんか 、研究ばっかりで現場のこと
なんか何も知らんのや」とありがちな批判をしていまし た。私は、「大学の先生といっしょくたに言う
けど、現場での実践と縁を切ると何も できない研究というのもあるんですよ」と返事しました。我々
が学校現場について理 解しているほど、その先生は大学での研究について理解していなかったの
でしょう。 残念ながら、このような紋切り型の議論が学校現場では日常茶飯事のように行われて い
るという事実は、これを読まれている先生方もすでにお気づきのことでしょう。そ ういう意味でも、学
校の現場（教育臨床が行われる場）でも、もっとフェアな議論の 場が必要だと痛感するところです。

2. 親のニーズとは何か？

　もう一つ、私が今回の研究会で考えさせられたことは、「親のニーズって何 やろうか？」ということ
です。いままで「親のニーズに応えることが臨床、教 育、福祉、サービス上、重要だ」などとあたりま
えのように言ってきましたが、 少し疑問をもつようになりました。兵教大の井上先生の発表で、親に
ニーズを たずねても抽象的か、あるいは「よく分からない」という返事が意外に多いこ とが指摘され
ました。実は、私も少ない経験ながら、このことを感じていまし た。井上先生の発表から、親のニー
ズを聞き出すというよりも、何か子どもに とって有益なもの、ひいてはそれがその家族にとっても有
益になっていくもの を提案していく必要があるのではないかと思わされました。何か問題がはっき
りしている場合はそれに対処すればいいのですが、特に大きな問題がないとき に何をすべきかと
いう問いは、学校教育に携わる者にとっても深く考慮してい くべき点なのではないでしょうか。

3. 応用行動分析を学ぶ一個人として

　私は、まだ発達教育研究所アトムで研究員としてお仕事させていただくよう になって日も浅いの
ですが、今回の研究会に参加して自分が今後どうあるべき か、などということを再考させられまし
た。学校にいたときなどと比べものに ならないほど研究所の仕事はハードで、大げさかもしれませ
んがこの数カ月で 何年分もの力となるものを得たような気がします。私自身は、これまでどうも 理
論先行で「アタマデッカチ君」だったと思います。ところが今では、理論が 役に立つのはケース前と
ケース後で、ケース中（すなわち子どもと接している 最中）は応用行動分析の理論よりも、感性が
求められているのではないかと思 うようになってきました。スキーを滑っている最中も、いくらか「エ
ッジを立 てる、体重を谷側に」と自分に言い聞かせてはいるけれど、あとから論理的に 「うまく減速
するためには、当然こうすべきやわな」などと考えます。応用行 動分析家として成長するために
は、理論とその理論を用いる技術をバランスよ く習得することが大切だと思わされました。そういう
わけで、現在「アタマデッ カチ」気味の私が発達教育研究所アトムで谷先生から厳しいご指導を受
けてい ることは、そのでかいアタマを支える強い足腰づくりになるんだということで この上ない環境
であるといえます。実をいえば、私はバランスのとれた人間よ りも「極端な」人間になりたいのです
が（もうすでに極端だよ、などと聞こえ てきそうですけども）。とにかく、我々のような民間の研究所
に求められてい る応用行動分析の技術は何なのか、特に我々だからこそできることを地域社会 に
提供するため、微力ながら協力できればと思います。

　今回の研究会では、私個人としては発表しませんでしたが、谷先生が研究所 での臨床を発表さ
れ、私はその手伝いをしました。どうしても関西人、「ふた りよれば漫才する」と言われるように、ボ
ケとツッコミ豊かなプレゼンテーショ ンをやってしまいましたが、こんなプレゼンも許される応用行動
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分析研究会に 今後さらに期待を寄せたいと思います。

研究と実践（臨床）との巧みな連携が応用行動分析学の武器だと考えていますが、応 用行動分析
学的臨床にもいろいろな違いがあるようですね。そのような違いを相手を 非難したり排除するのに
使うのではなく、相手を理解し自分の研究／臨床活動を理解 するのに利用できる場というのは素
晴らしいと思います。こんな「フェアな議論の場 」が全国に拡大していくといいですね（編）。

報告：「学校教育における科学」と感激ケラースクー ル

島宗　理（鳴門教育大学） simamune@naruto-u.ac.jp

　５月１日から３日までニューヨークで行われた『学校における科学（A Science of Schooling）』とい
う学会に参加してきました。これは、Fred. S. Keller School の十周年記念に行われたもので、学校
教育における行動分析学 的アプローチに焦点をあてた大会でした。

　Fred. S. Keller School（以下、ケラースクール）は、ニューヨークの郊外、 Yonk ersという街にあり、
ニューヨーク州から障害児教育の学校として公認さ れた私立学校です。ただし、not-for-profit。つ
まり利益をだすことは認めら れていません。コロンビア大学のGreer博士を中心とした行動分析家
が始めた 学校で、その名前はもちろん、スキナーと並んで行動分析学の創始者的存在で あるケラ
ー博士に由来します。今回のニューヨーク訪問で一番驚いて感動した のは、この学校についてで
す。子どもだけでなく、教師、スーパーバイザーま で、この学校で繰り広げられるほとんどの行動が
行動分析学的にマネジメント されているのです！また学校教育全般に行動分析学を適応する
Greer博士らの 方法論は、CABAS（Comprehensive Application of Behavio r Analysis to
Schooling：カバスと読みます）として確立されており、ケラースクールだけ でなく、幼児を対象にした
Babies Prep School、グループホームも併設し、青 年以上を対象としたMargaret Chapman School、
そしてなんと公立の小学校の 障害児教室にも導入されているのです！ ケラースクール、そして
CABASについ ては後述するとして、まずは大会のハイライトからご紹介しましょう。

Juniper Gardens Research Group：C.R. グリーンウッド博士

　カンサス大学の応用行動分析学の人たち（Baer, Wolf, Risleyら）が中心に なって25年以上も前に
始めたプロジェクトが、応用行動分析学を使って障害児 や勉強の遅れた子どもを助けるこのプロジ
ェクトです。これまでに7000人以上 の子どもが参加し、1200人以上の教師をトレーニングしてきたと
いうから驚き です。それでも最初は教会の地下室を借りた小さな塾からスタートしたという のです。
ちなみにこの話しは「行動分析学入門」の11章にでてきます。

　Juniper GardensについてはAmerican Psychologistに参考になる文献があります。 ポスドクを募
集しているそうですから興味のある人はぜひどうぞ。

Greenwood, C.R., et al. (1992).  Out of the laboratory and into the 

   community: 26 years of applied bahavior analysis at the Juniper

   Gardens Children's Project.  American Psychologist, 47, 1464-1474. 

応用行動分析学は求められている：S. グレン博士

　ノーステキサス大学は世界で唯一「行動分析学部」が存在する大学です。そのリー ダー、グレン
博士の講演で印象深かったのは、行動分析学を実践できる人材が極端に 不足しているという報告
でした。ヒューマンサービス（障害児教育や福祉、医療など ）の分野では、年々、採用条件に「応用
行動分析」のスキルがあることを明確に記述 した公募が、卒業生の数を上回る勢いで増えている
ということです。確かにメーリン グリストなんかでもこうした公募がよく送られてきます。日本ではうら
やましい限り ．．．とばかりも言ってられないと思いました。

直接教授法の威力：C. L. ワトキンス博士

　カリフォルニア州は移民が多く、英語が母国語ではない子どもがたくさんいます。 そして経済的に
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不利な家庭の子どもはどうしても公立学校に入れざるをえないから、 そういう子どもは貧困地域の
公立学校に集中しがちです。ワトキンス博士が学校コン サルタントとして働き始めたその学校に
は、なんとのべ20以上の異なる母国語を持つ 子ども達が通っていました。そしてその学校の標準
テストの平均点は州平均よりもは るかに低いものでした（ちなみに全国的にみると、カリフォルニア
州の平均は最下位 だそうです）。ワトキンス博士は先生方と相談の上、効果的な教授法として直接
教授 法（Direct Instruction）を導入し、算数や読み書きなど、標的とするほとんどの分 野で成績が
向上したことを報告していました。

シカゴでは行動分析学が救世主：K. ジョンソン & T.V. J. ラング博士

　財政悪化に伴って行政改革を進めていたシカゴの知事は、最初、教育の予算を削減 しようとして
教育省にプロジェクトチームを送り込みましたが、そこで眼にしたのは 都市の貧困地域にある学校
の圧倒的な成績の低さでした。お金の問題が絡んできます から、効果が実証されていてコストが低
く、しかもすぐに導入できる介入はないかど うか検討が始まりました。プロジェクトチームが眼を付
けたのが、行動分析学をベー スにしたPrecision Teachingを使って成功していたMorningside
Academy、そしてMar com X Collegeでした。プロジェクトチームは公立学校に務める教師を再トレー
ニン グすることを依頼しました。今ではPrecision Teachingが20の公立学校に導入され、 効果を上
げています。発表では、半年で数年の成績の遅れを取り戻すというデータを 示していました。気を
よくしたシカゴ市長は一気に300の学校に導入して欲しいと要 望しているようですが、人員の不足と
急速に大量に始めることによるサービスの質の 低下を恐れて断っているそうです。ジョンソン・ラン
グ博士らの論文もAmerican Psy chologistの特集号に載っていますから、興味のある方はどうぞ。

Johnson, K. R., & Layng, T.V. J.  (1992).  Breaking the structuralist 

   barrier:  Literacy and numeracy with fluency.  American

   Psychologist, 47, 1475-1490. 

行動分析学の天国：ケラースクール ／J.S.トワイマン博士（ディレクター）

　さて、ケラースクールです。現在、60人以上の3-4才児が通学しています。この子 ども達は心理学
者（いわゆるテスト屋さん）によって特別なケアが必要であると判断 された子ども達で、重度から中
程度の学習障害児や自閉症児がほとんどのようです。 学校内に教室は６つあり、それぞれに教師
が２人、助手が２人つきます。州から認可 されている学校であり、障害児と認定された子どもには
国から補助金が配布されます から（実際には国から８割、地方自治体が２割負担）、親はいっさい
お金を払いませ ん。学校はすべてこのお金で運営されています。

　興味深いのは、この学校ではすべてのカリキュラムがスキナーの言語行動の理論に もとづいて
開発されていることです。廊下を歩いているだけで、教師達の会話からマ ンドとかタクトとか話し手
訓練とか、耳慣れた言葉が聞こえてきます（これだけでも 、まるで天国にいるような気分にさせてく
れます）。

　学校には独自の行動査定システムがあり、入学するとまずこのテストが2-3日かけ て実施され、
それぞれの子どもに欠けている行動と獲得してる行動が明らかにされま す。そしてテストが済み次
第、欠けてる行動を獲得している行動のリストへ移行すべ く、トレーニングが開始されます。

　トレーニングはロバース式の不連続試行法や、SRA社から市販されている直 接教授法の教材を
使った集団場面訓練、高機能の子どもにはワークシートを使っ た自律的な課題など、子どものレベ
ルにあった様々な課題を使っていますが、 教師はいつもクリップボードにデータシートを挟んだもの
を手にして、すべて の行動を記録しています。

　ケラースクールでは、教育の基本単位を「ラーンユニット」と読んでいます。これ は３項随伴性のこ
とで、たとえば、マッチングの課題なら「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」のカー ドを机に並べて、教師が「Ａはどれ？」と
いうのが刺激、子どもが「Ａ」のカードを 指さすのが行動、教師が「そうね。おりこうさん」と言って誉
めるのが強化で、これ が１つのラーンユニットになります。１人の子どもに対するラーンユニットの
数をで きるだけ増やすのが望ましというのは直感的にも分かるし、最近のロバースらの研究 から
も実証されています。

　ケラースクールでは、実施されたラーンユニットの数（つまり提示された試 行数）と正解だったラー
ンユニットの数（正解数）を、子どもごとに算出する だけでなく、教師ごと、クラスごと、教師を監督す
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るスーパーバイザーごと、 そして学校全体でまとめて集計して、そして、ジャーン、壁に掲示してい
ます。 学校の廊下を歩きながらなんとなく根元的な快感を感じてしまいました。

　各グラフには提示されたラーンユニットと正反応だったラーンユニットの数がプロ ットされていま
す。こうしたグラフは、もちろん、子ども１人１人のプログラムにつ いて、その行動が獲得されたとみ
なすかどうか、そして次にどんなプログラムをする か、また、正答率が上がらない場合には、何が
問題で、どんな介入をするのかなど、 教育上の様々な意志決定をするのに使われます。まさに、行
動的データに基づいて教 育が行われているのです。

　教室に入っていくと２～３人の教師がそれぞれ子どもと向き合って課題を進めてい ます。１秒１
秒、ラーンユニットがすごい勢いで消化されていくこの光景はまさに圧 巻でした。パニックをおこし
て泣いている子どももいましたが、たいていは集中して 課題を遂行していました。青年以上を対象
としたチャップマンスクールでも聞いた話 ですが、タイムアウトなどの嫌悪的手続きはほとんど使わ
ないですむそうです。確か に、トレーニングの様子をみていると、かんしゃくを起こしている暇などな
いという 感じです。

　ここの先生達はそんじょそこらの先生とは訳が違います。まず、面白いのは、ほと んどが大学で
行動分析学で学んだのではなく、ケラースクールに就職してから行動分 析学を勉強し始めたという
ことです。実践とともに。先生用にはPSI（Personalized System of Instruction）が個別に作成されて
います。その進み具合によってランク が１から、２、３、４、マスターとあがっていき、給料はこの位に
よって決まってく るという職能制になっています。PSIのモジュールは、(1) 行動分析学についての
知 識、(2) データを読みとったり、介入方法を考えたりする技術、(3)そして実際に子 どもに訓練を
施すための療法家としての技能の３つの分野に別れていて、それぞれに 合格基準が設定され、テ
ストを受けることで合否が判定されます。助手にはまったく の素人を雇ったりもするようですが、そ
れでもやはりPSIに基づいてトレーニングが なされ、数週間で子どもを相手に訓練ができるようにな
るというから驚きです。それ から、Columbia Universityの教員養成大学院、The Teachers College
から、この学 校の創始者でもあり、CABASの提唱者でもあるGreer博士の研究室の学生が実習に
やっ てきています。

　これはゴシップのようですが、実は、ロバースのプログラムが、キャサリンモリス の「わが子よ声を
聞かせて」（NHK出版）で全米的に有名になってから、ロバスの亜 流というか、昔UCLAでロバスの
授業を１コマとっただけのような人が新聞広告に週30 時間のトレーニングをうたった広告を載せる
ようになっているそうです。もちろん、 訓練には量だけではなく質が重要ですし、このような人の中
にはどうやら幼児虐待に 近いことをする人もいるらしく問題になっているそうです（ちなみにニューヨ
ーク州 では、フロリダ州に次いで現在、行動分析家の資格認定システムを検討中だそうです ）。ま
た、ロバースのプログラムを認識した親が「効果的な治療を受ける権利」を楯 に裁判を起こし、行
動分析家をセラピストとして雇った場合の経費を州が支払うよう に要求しているそうです（どうやら
これは親の勝訴になりそうです）。こうなると州 や学区は裁判でお金がかかるくらいならということ
で、信頼できる機関の行う行動分 析的早期治療へは比較的財布の紐をゆるめるということでした。

　ケラースクールでも、公立の小学校であるP.S.176でも、親訓練は重要なプログラ ムとしてみなさ
れているようです。P.S.176を訪問したときには、ちょうど、背広姿 のお父さんが（会社から昼時間に
抜け出してきたのでしょうか？）、子どもと教師と 一緒にタクト訓練をしていました。ケラースクール
の廊下の一面には、こうした親訓練の成果が、１週間あたりのラーンユニット数としてグラフ化され
、掲示されています。それから親がデータをとった研究発表もポスターになっていて 、やはり廊下の
壁にはってあります。いくら学校で集中した訓練によって行動が獲得 されても、それが家庭で消去
されては意味がないので、般化・維持を考えても、親訓 練は欠かせないとのことでした。

　１週間という短いながらも密度の濃い時間を過ごし、帰国する飛行機の中で、自分 は、行動分析
学のパワーをあらためて確認するとともに、研究室からでてコミュニテ ィの中で実績を作ってきた人
たちの努力に感動していました。『あと10年のうちに追 いつこう』　そう決意した旅でした。

*CABASについては、たとえばGreer, R. D.(1994). A systems analysis of the beh aviors of
schooling. Journal of Behavioral Education, 4, 255-264. などをご 参照下さい。

**より詳細なレポート（写真つき!）は私のホームページをご参照下さい（http://ww w.naruto-
u.ac.jp/~simamune/home.html）。

明星大学人文学部心理・教育学科心理学専修（山本研究室）
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研究室＆研究会紹介シリーズ　第５弾

清水裕文（明星大学修士課程2年）

　明星大学は、行動分析学を専攻する教員の割合が高い（9名のスタッフ中3名）大学 です。菅野衷
教授は理論的行動分析、小美野喬教授は実験的行動分析、山本淳一助教 授は応用行動分析と、
行動分析学の3本柱がそろっています。また、大学院は修士課 程、博士課程があります。

　ここでは、私が属している応用行動分析の山本研究室の紹介をします。

　山本先生は、子ども特に発達障害児の応用行動分析を専門にしていて、臨床心理士 でもありま
す。

　大学学部のゼミ（3年、4年）では、行動分析学の基礎を、「行動分析学入門」「は じめての応用行
動分析」などのテキストを使ってその基礎から、徹底的に学びます。 ゼミでは、問題解決型の思考
の訓練がおこなわれます。例えば、次のような問いが、 毎回投げかけられます。「こういう子どもが
います（子どものプロフィールの紹介） 。あなたが、セラピスト（教師、施設職員、心理相談員）だっ
たら、具体的にどうし ますか？」。様々なケースについて、そのような問いに答える訓練を経ること
で、「 ターゲット行動はどう選択すべきか？」「どのような技法を用いるか？」「どのよう な介入計画
を立てるか？」「データはどう収集し、どう整理するか？」「データから 何を読み取るか？」「社会的
妥当性などの倫理的問題をどう考えるか？」などのこと を、具体的な問題解決という点から離れず
に、行動分析学の知識として身に付けてい きます。

　研究室は、近隣の小学校、療育機関との連携があり、そこで卒業論文のデータを収 集する学生
も多いです。

　さて、大学院です。大学院には、心理相談室という付属の機関があり、そこでの臨 床、研究、教
育（を受けること）が私たちの生活のほとんどをしめています。現在、 修士2年生が4人、1年生が1
人の計５人が山本先生のもとで、臨床・研究生活を送って います。現在、相談室に週1回来ている
ケースが8ケース（院生はすべてのケースに参 加します）、それにプラスして、近隣の小学校や療育
機関（５ケースも！！）で、臨 床・研究活動をしている同級生もいます。１週間は、図１のような、シ
ステムでまわ っています。行動介入の設定に関しては、臨床的な意義と研究的な意義の双方が常
に 問われることになります。

　私たちは、�各ケースの事後ミーティングでの臨床的スーパーバイズ（必ずセッシ ョン中のビデオ
を再生しながら、どのような刺激が出されていたか、それがどのよう な機能をもったかなどのフィー
ドバックが行われます）、�週1回火曜日のデータミ ーティング（ひとり1時間で5時間連続でやりま
す）による研究上の指導を受け ます。

　山本研究室の特徴のひとつとして、充実した研究環境があげられます。明星大学 は、私立大学
の中でも学費がかなり高く、それゆえに入学を断念する方も多いそうで す。しかし、山本先生の科
学研究費などを投入して、その学費に見合うだけの研究環 境が整備されています。入ってみれば
その豊かさに気がつきます。たまに、これが当 たり前だと思ってしまう学生もいるようですが。例え
ば、大学院生になれば、一人一 台のコンピュータ（マッキントッシュ）が与えられ、臨床レポートの作
成、実験デー タの整理や実験用プログラムの作成、論文の執筆など、あらゆる作業がそこに集約
さ れるよう設定されます。

　ただ、コンピュータがただの箱になるか、生産性を生み出すかは、ひとえに人的環 境を中心とし
たシステム作りにその鍵があると思います。全てのコンピュータはネッ トワークでつながっており、
リアルタイムで、「あのデータ見たいからメイルして」 とか「レポートの文章直しといたから、プリント
アウトしてからファイルして」など のやり取りが常に行われています。

図1　山本研究室のケース運営について

　また、それらの環境では、臨床、研究の成果を論文として執筆する指導がな されています。各学
会誌の投稿規定は、大学院生必携のものです。これは、学 問の進歩のためには、まず「書いて」、
「仕事をまとめて」、それをもとに相 互批判をすることこそが重要であるという山本先生の考えにも
とづいているの だと思います。

　臨床活動は、各セッション内で課題を担当する「課題担当者」と、それらの課題を 統括し、ケース
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そのものに責任をもつ「ケースマネージャー」によって組織化されて います。大学院生が、それぞれ
の役割をもっているのです。

　さて、次の特徴になりますが、 データによるコミュニケーションが前提となって いることを紹介しま
しょう。山本研究室では、「データをもって語らしむる」、とい う姿勢が徹底しています。来談したケー
スの相談活動、臨床的介入のことをセッショ ンと呼んでいますが、セッション中は実に様々なデータ
を収集しています。課題その もののデータはもちろんですが、その他、子どものチックなどの問題
行動の数、離席 時間などを測定します。またセッション中の子どもの発した言葉や、ワンウエイミラ
ーからセッションの様子を見ている親御さんの話しを全て記録したりします。これは 、主として、臨
床の補助をお願いしている学部生の仕事です。このように、ありとあ らゆるデータを収集します。こ
のようなデータは、ともすれば自分の課題のみに目が 行きがちな私たちが、ケース全体の臨床上
の変化を、「客観的なデータ」をもとに見 通す上で、本当に役に立ちます。これらのデータをもとに、
現在の状況を把握し、次 なる展開を考察することになります。各ケースに関するミーティングでは、
データを 中心に話を進めると、共通の基盤で生産的な議論ができることを実感しています。デ ータ
の収集は、とても大変な作業のように思いますが、実はとても大事な作業で、ま ずそこから始めな
ければ、何事もうまくいかないことを学生すべてが感じていると思 います。

　さて、次の特徴を紹介しましょう。3つ目になるでしょうか。山本研究室は、いつ も夜が遅いという
のが、大学ではかなり有名です。向いの理工学部の化学科や物理学 科の電気がついている前に
帰るのはプライドが許しません。11時40分の終電ぎりぎり まで仕事をし、いつも駅まで走っていま
す。ただ、私たち大学院生は、それを楽しん でいます。その中でも山本先生は、朝の8時に研究室
に現れ、夜の11時に帰宅します 。（帰宅されたらすぐ、筑波大学の武藤さんより伝授されたダンベ
ル体操（J-ABAニ ューズ第４号参照）をして翌日に備えているようです。）研究室の自分のコンピュ
ー タの前に座って作業をしていると、だんだんエンドルフィンが出てきます。隣で作業 をする同級
生のキーボードを打つ音が段々、快感になってきて自分の作業も止らなく なって来ます。

　このように臨床データや研究データをまとめてミーティングに出ると、山本先生か ら、必ず適切な
臨床上、研究上のフィードバックやアドバイス（時には、指示や命令 もありますが）を受けられます。
それによって、その次のセッションで、必ずうまく いくのです。そのことで、自分の臨床上、研究上の
力量が上がっていくことが実感で きることが、一番大きな強化だと思います。臨床上、研究上の問
題を解決出来たこと の喜びは何ものにもかえがたいものです。それが、私たちの臨床、研究行動
を維持し ているものと思います。

　研究室の娯楽は、臨床、研究の話しや議論をすること・・・。やはり、それが一番 楽しいです。お酒
は特にいりません。もっとも冬は、山本先生を先頭に、学部生、大 学院生の皆で取りつかれたよう
にスキーをすることが大きな娯楽です。

　山本研究室の特徴はまだまだあります。とてもこの紙面では紹介しきれないくらい 。どうでしょう
か皆様。発達障害児の臨床に興味のある方々は、実際に山本研究室へ いらっしゃって、その随伴
性に身をおいてみるのはいかがでしょうか。

個人的にもいろいろとお世話になっている明星の山本研究室でした（清水君、昨年は ハイパーカー
ドのスタックありがとう）。明星の心理は１学科あたりの行動分析家の 数が日本ではトップクラスで
はないでしょうか？これからのさらなる発展に期待しま す（編）。

お知らせ 新理事と職務の紹介

　本年度から３年間、学会常任理事・理事としてご活躍いただきます先生方は下記の 通りです。常
任理事の先生方は、それぞれ（）内の職務を主に担当されます。（敬称 略、アイウエオ順）

【理事長】

    小野浩一

【常任理事】

    浅野俊夫（研究委員会：会員の研究・実践活動のレベルアップ［シンポジウム、



2016/2/28 j­aba news 1997, vol. 1, No. 7

http://www.j­aba.jp/newsletters/nl1­7.html 13/15

      出版など］）

    氏森英亜（財務：会計の統括、財政の安定）

    河嶋  孝（渉外：学会の対外活動の統括）

    小林重雄（企画委員会：諸活動の企画・実行を通した行動分析学の普及、会員数

      の拡大）

    佐藤方哉（総務：事業・会務の全体的統括）

    島宗  理（広報委員会：ニューズレターの編集、ネットワークによる情報公開な

      ど）

    中野良顯（国際：学会の国際活動の推進、ＡＢＡとのコンタクト）

    藤  健一（編集委員会：機関紙編集委員長・編集業務）

    藤田継道（倫理委員会：「倫理綱領」に定める業務、倫理問題に関する内外への

      アピール）

    望月  昭（企画委員会：同上）

    山本淳一（研究委員会：同上）

【理事】

    井上貞郎、加藤哲文、金子尚弘、作道秀樹、佐久間徹、杉山尚子、長谷川芳典、

    渡部匡隆

さらに事務局担当は以下の通りです。

　理事会担当：　　青塚徹　　　（BYS07032@niftyserve.or.jp） 

　学会業務担当：　山岸直基　　（VYC13337@niftyserve.or.jp） 

　冒頭の「挨拶」からもわかるように、小野新理事長は学会のさらなる活性化のため にかなりアグ
レッシブな作戦にでそうです。理事の役割を再検討し権威の移譲を行う こともその現れだと思いま
す。行革のキーワードとしてしばしば『アカウンタビリテ ィ』が指摘されますが、これこそは、具体的
な行動に着目し強化随伴性を設定する行 動分析学的発想ですよね。でも「活性化」は理事会だけ
でなく学会全体に広まらない となりません。そこで提案です。

　実は、上にあがっている各委員会のメンバーはそれぞれ担当の理事が独自に依頼し て構成する
ことができるのです。でも、逆方向の働きかけがあってもいいと思うので す。つまり、我こそは～委
員として仕事がしたい！画期的な提案がある!!という方は 、ぜひ手をあげて、担当理事までご連絡
下さい（編）。

ニュース 快挙！　
佐藤方哉教授　ABA次期会長に決定！

　ABA事務局からの情報によると、去る４月に行なわれた国際行動分析学会会長選挙 において、
会長候補としてノミネートされていた佐藤方哉教授（慶應義塾大学）が大 差で当選されたとのことで
ある。昨年の選挙では、予備選を第１位で通過されたもの の、本選では２票差（無効票が１票あり
実際は１票差）で敗れたが、この度めでたく 雪辱を果たされた。本年５月末に開催されたABA第23
回年次大会で次期会長としてExe cutive Councilに推挙され、1998年のオーランド大会において第
23代会長に就任する 。なお、アメリカ合衆国在住者以外のABA会長の誕生は史上初の快挙であ
る。また、 これとは別に、佐藤教授は、去る5月23日、国際行動分析学会第23回年次大会の開会
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式において、同教授の永年にわたる行動分析学の普及と国際的な貢献に対し、SABA（ Society
for the Advancement of Behavior Analysis）より国際貢献賞を授与された 。授賞式に引き続き行わ
れた記念講演で、同教授はMy Forty Years with Behavior A nalysisと題する講演を行い、40年の研
究史と日本の行動分析学の発展を概説、さら に日本の科学と西洋の科学をそれぞれ、Sushi
Science,とHamburger Scienceと呼称 したMotokawa(1989）の分析に基づき、今後は事実を重視す
る前者と、理論構築を重 視する後者を統合したSukiyaki Scienceをめざす必要性を説いた。講演は
聴衆に大き な感銘を与え、とりわけ、SABA会長のフォックス教授は、「ユーモアと歴史と重要な 提
言が絶妙のバランスで含まれた見事な講演であった」と絶賛した。（シカゴ発外電 　杉山尚子）

今年のＡＢＡは史上初の参加者2000人突破で盛り上がりを見せていたようです。この 赤丸急上昇
の次期に会長に就任される佐藤先生には期待大です。jABAニューズでは初 のアメリカ合衆国在
住者以外の会長になる佐藤先生へのご提案、励まし、その他を募 集します。せっかく日本人（アジ
ア人）が会長になったんだから、こんなことをして 欲しいという意見がございましたら編集局までどう
ぞ（編）。

ニュース 訃報　小川隆先生逝く

　平成９年４月16日（水）午後５時15分、慶應義塾大学名誉教授／元明星大学教授で ある小川隆
先生が、呼吸不全のため逝去されました。先生は、1952年、わが国に初め てデンショバトのオペラ
ント条件づけを導入され、日本における実験的行動分析の礎 を築かれました。同時に多くの後進
を育成され、その多くは日本行動分析学会の重要 な地位にあります。1995年に明星大学で行なわ
れた日本行動分析学会第13回年次大会 で、「方法論としての実験的行動分析」と題する記念講演
をされたのが最後の講演に なりました。　合掌（杉山尚子　記）

募集 Mexican Journal of Behavior Analysis 特集号

　メキシコ行動分析学学会の学会誌、 Mexican Journal of Behavior Analysis　が 来年、日本の行
動分析学の特集を企画しているそうです。日本における行動分析学の 研究を南米、スペイン語圏
へ紹介する機会でもあります。投稿したい方、もっと詳し いことをお知りになりたい方は、慶應義塾
大学の佐藤方哉氏（e-mail: VYB07672@nif tyserve.or.jp）までご連絡下さい。

訂正

　J-ABAニューズ第６号に掲載された「jABAシアター」に一部誤りがございましたの で以下のように
訂正・お詫びいたします（編）。

誤： 「スキナーは、1976年に慶応で開催された日本心理学会大会で、「罰なき社会 （The non-
punitive society）」と題する印象深い講演を行った（行動分析学研究第 5巻に掲載）。」（p.5）

正：「スキナーは、1979年に慶応から名誉学位を授与されたとき、その記念講演とし て、「罰なき社
会（The non-punitive society）」と題する印象深い講演を行った（ 行動分析学研究第5巻に掲載）。」

　また、同じ号に掲載された「リレーエッセイ　私と行動分析学の出会い」に以下の 誤りがございま
したので訂正させていただきます。

誤：「小川先生がまず最初に読むようにと示された論文は、（中略） SkinnerのAre the theories of
learning necessary? (1950) 」

正：「小川先生がまず最初に読むようにと示された論文は、（中略） SkinnerのAre theories of
learning necessary? (1950) 」

編集後記

４月から小野理事長の新体制がスタートすると伴に、事務局が筑波大学の心身障害 学系から駒
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沢大学の文学部に移転しました。３年間、たいへんな仕事を引き受けて下 さった筑波のスタッフ、
特に大石・野呂さんには感謝です。昨年は学会の経済状況が 悪化したこともあってその対策に追
われ、学会発表もキャンセルしなければならなか ったほどと聞いています。本当にごくろうさま。あ
りがとうございました（今年は本 業の研究に期待してまっせ！）。

新事務局は小野先生以下現在６名の大学院生の方々が事務局の運営に協力して下さ っていま
す。この中で、J-ABAニューズの担当はJ-ABA３号に「マーフィーの法則を行 動分析的に考える」
を書いてくれた山岸直基さんです。いろいろご迷惑をおかけする と思いますが、よろしくお願いいた
します。

この号を編集している現在、シカゴではＡＢＡが．．．同時にアメリカの友達から のメールがハタと
途切れて何だか寂しい思いです。でも今年は日本から総勢15名以上 の参加者があるはずで、帰
国後のレポートにも期待できます。

Ｊ-ＡＢＡニューズ編集局　
〒772　鳴門市高島 鳴門教育大学 人間形成基礎講座　
島宗　理 　　TEL 0886-87-1311（内340）　FAX 　0886-87-1053
E-mail simamune@naruto-u.ac.jp

皆様からの記事を募集しています。研究室や施設の紹介、用語についての意見、学会 に対する提
案や批判、求人求職情報、イベントや企画の案内、ギャクやジョーク、そ の他まじめな討論など、行
動分析学研究にはもったいなくて載せられない記事を期待 します。原稿はテキストファイルの形式
で、電子メールかフロッピー（DOS／Mac）に より編集局までお送り下さい。2000字程度を目安に
し、本紙１頁におさまるように考 えていただければ結構です。

尚、次号の〆切は97年8月31日です。


